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(1) 動力計DA10-UW 仕様 制動装置・仕様
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型式

回転方向

最大吸収動力

最高許容回転速度

ﾄﾙｸ検出器
[1.] 型番
[2.] 定格荷重
[3.] ｱｰﾑ長
[4.] 校正ｱｰﾑ長

ﾄﾙｸ指示
[1.] 指示単位

回転検出
[1.] 回転検出数
[2.] ｾﾝｻ

回転速度表示

冷却水
[1.] 循環方式

定期交換部品

[1.] 交換

重量

外形・寸法等

付属品

DA10-UW

両回転
*ﾛｰﾄﾞｾﾙ信号の切り替えはﾛｰﾄﾞｾﾙ配線変更により行う。
切り替え時は校正が必要

7.35kW ( 10PS ) / 5000 r. p m. ( 添付特性図参照 )

10000 r.p.m.

ﾛｰﾄﾞｾﾙ
C2G1-20K (ﾐﾈﾍﾞｱ)
196N ( 20kgf )
中心より135mm
中心より270mm

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ指示計
N

8パルス/回転
ｱﾝﾌﾟ内蔵ﾋﾞｰﾑｾﾝｻ

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗで計算 PC上に表示
*詳細はｺﾝﾄﾛｰﾗ仕様参照

電動ﾎﾟﾝﾌﾟにより循環

制動ﾕﾆｯﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ、支持ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ交換。約2500時間 *
* 単気筒やﾂｲﾝｴﾝｼﾞﾝなどのﾄﾙｸ変動の多い動力機器の測定や、
使用の方法などにより交換までの時間が短くなります。ご了承くだ
さい。

約 60 kg 補器類を除く。

外形図参照

校正ｱｰﾑ、校正錘
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(1) 動力計DA10-UW仕様 制動特性
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A B C D E F G H
ﾃﾞｰﾀ 数 ｾﾝｻ名 ﾒｰｶｰ 入力先 ﾒｰｶｰ ﾊﾟﾈﾙ表示 測定ﾚﾝｼﾞ
軸回転ﾊﾟﾙｽ 1 PMR-24 SUNX ｺﾝﾄﾛｰﾗ -- なし

(PC画面上のみ)
0 , 29～
10000 r.p.m.

ﾄﾙｸ(荷重) 1 C2G1-20K ﾐﾈﾍﾞｱ A5112-17 旭計器 ← ( 0～
490N )

本体温度
ｽｲｯﾁ

1 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ なし なし なし 70℃で制動
遮断

ﾃﾞｰﾀ 数 ｾﾝｻ名 ﾒｰｶｰ 入力先 ﾒｰｶｰ 表示 測定ﾚﾝｼﾞ
燃料流量

燃圧

油圧

吸気圧

排気圧

温度

入力ｾﾝｻおよび計器仕様 1/1(2)

※ 各種ｾﾝｻの機種は製作時に変更する場合がございます。
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動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ仕様

ﾊﾟﾙｽ入力仕様
[1.] ﾊﾟﾙｽCH1

[2.] ﾊﾟﾙｽCH2

ｱﾅﾛｸﾞ入力仕様

出力仕様

制動制御方式

PC通信仕様

電源入力

電源供給

内部保存設定変更

回転速度計測用
ﾊﾟﾙｽ入力間周期計測
ｶｳﾝﾄ周波数 250KHz
指定個数の移動平均ﾊﾞｯﾌｧ

流量ﾊﾟﾙｽ計算用
ﾊﾟﾙｽ入力間周期計測
ｶｳﾝﾄ周波数 62.5KHz
指定取得期間中入力したﾊﾟﾙｽの周期平均用ﾊﾞｯﾌｧ

荷重用ｱﾅﾛｸﾞ入力CH × 2CH
入力ﾚﾝｼﾞ 0~5V、12ﾋﾞｯﾄADC、100Hz ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
(入力前段ﾌｨﾙﾀ、ｱﾝﾌﾟ搭載)
指定個数移動平均ﾊﾞｯﾌｧ機能。
通信ｻｲｸﾙの間平均を指定。

ｱﾅﾛｸﾞ入力CH × 5CH
入力ﾚﾝｼﾞ 0~5V、12ﾋﾞｯﾄADC、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ20Hz
(入力前段ﾌｨﾙﾀ搭載)
指定個数移動平均ﾊﾞｯﾌｧ機能。
通信ｻｲｸﾙの間平均を指定。

制御用PWM出力 ( 最大 500W ) × 1CH
電源連動ﾘﾚｰ出力 × 1CH

DCｺｲﾙ電流制御、PWM方式
目標回転速度指定、D先行型PID制御
回転目標値はﾀﾞｲｱﾙで指定。PC画面上に表示。

手動負荷制御。回転目標値はﾀﾞｲｱﾙで指定
PC通信時のみ使用可

駆動力ﾃｰﾌﾞﾙ制御。
目標駆動力×回転速度による出力ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ機能
PC通信時のみ使用可

RS232C、38.4kbps
USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀをｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙに内蔵

AC100V

ｾﾝｻ用12VDC 合計0.4A以下

専用ｿﾌﾄｳｴｱを使いPC上で実行
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(4) PCｿﾌﾄｳｴｱ仕様

測定用ｿﾌﾄｳｴｱ

[1.] 名称

[2.] 表示機能

[3.] 物理量計算

[4.] 通信

[5.] 記録機能

[6.] 保存形式

[7.] 印刷機能

[8.] 手動負荷設定

[9.] ﾄﾙｸ目標値設定

[10.] 自動記録機能
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

[11.] FI燃料噴射ｼｽﾃﾑ
通信
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

「動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙ」

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗとの通信により、ｾﾝｻﾃﾞｰﾀを取得。
ｾﾝｻﾃﾞｰﾀから物理量を計算し表示する。
表示ﾃﾞｰﾀに複数通信回数分の移動平均をかける事が可能。

計算式は出荷時に設定。
（計算式は出荷時に添付）

USBｼﾘｱﾙ変換器 経由でRS232C ( COMﾎﾟｰﾄ、ＰＣとの接続はＵ
ＳＢ) 通信ｻｲｸﾙ 5回/秒

任意のﾀｲﾐﾝｸﾞで記録操作を行うことにより計算済みﾃﾞｰﾀの記録。
表示用の物理計算値から任意に設定したﾃﾞｰﾀ種類を20種まで保
存可能。

任意のﾌｫﾙﾀﾞに自動的にﾌｧｲﾙを作成する。
ﾌｧｲﾙには測定条件、定数などを同時に記録する。
ﾌｧｲﾙ拡張子は.csv でＥＸCＥＬなどで読み込み可能。
(ﾌｧｲﾙ内の書式は添付資料参照）

記録済みﾃﾞｰﾀの一覧印刷
記録済みﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ印刷。印刷するﾃﾞｰﾀ種の設定は任意に設定
可能。

ｺﾝﾄﾛｰﾗは本ｿﾌﾄｳｴｱと通信時にのみ手動負荷設定可能。指示は
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙﾀﾞｲｱﾙで操作する事ができる。

PCｿﾌﾄｳｴｱ上で回転速度と目標ﾄﾙｸのﾃｰﾌﾞﾙ参照で出力PWM値

を設定。自動補正機能付。

以下のｵﾌﾟｼｮﾝが選択可能。

1.ﾀｲﾏｰ記録機能

2.ｽﾃｯﾌﾟ設定式自動記録機能

ｴﾝｼﾞﾝに当社製電子制御燃料噴射装置を搭載している場合、ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗとの通信により燃料噴射時間の取得可能。
これにより簡易的な燃料流量計測が可能。

1.
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(4) PCｿﾌﾄｳｴｱ仕様

閲覧用ｿﾌﾄｳｴｱ

[1.] 名称

[2.] 表示・編集機能

[3.] 印刷機能

ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定ｿﾌﾄｳｴｱ

[1.] 名称

[2.] 設定機能

[3.] 通信

USBｱﾅﾛｸﾞIF
(オプション)

[1.] ﾒｰｶ・型番

[2.] 入力

[3.] 出力

「動力計ﾃﾞｰﾀ閲覧ｿﾌﾄｳｴｱ」

動力計ｿﾌﾄｳｴｱで記録したCSV形式ﾌｧｲﾙのみ開くことが可能。
開いたﾃﾞｰﾀの記録済み数値およびｺﾒﾝﾄ、ｸﾞﾗﾌ、測定条件等、定
数等を閲覧可能。定数等と計測数値は編集不可。ﾃﾞｰﾀｿｰﾄ機能
あり。
ｸﾞﾗﾌは任意のﾃﾞｰﾀ種を設定する事ができる。

記録済みﾃﾞｰﾀの一覧印刷
記録済みﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ印刷。印刷するﾃﾞｰﾀ種の設定は任意に設定
可能。

「動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定」

接続している動力計に関して、以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定可能

○ 速度目標値追従制御のｹﾞｲﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ

1. 「動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙ」ｿﾌﾄｳｴｱと同方式。
ただし、同時使用はできない。

Mesurment Computing , USB-1208F

1台あたり4CH差動方式。入力最大±10V
12BIT、4096分解能
FCデザインにて入力段にｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ回路を追加。
2台まで追加可能

USB
専用APIを使い、PCｿﾌﾄｳｴｱにより数値取得。
他の動力計ﾃﾞｰﾀと同列に表示・保存可能。
取得ﾀｲﾐﾝｸﾞはPCｿﾌﾄｳｴｱが指示。
標準は5回毎秒
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3/3

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ

動力計ﾃﾞｰﾀ閲覧ｿﾌﾄｳｴｱ

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定ｿﾌﾄｳｴｱ

(4) PCｿﾌﾄｳｴｱ仕様


